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新
た
な
視
点
で
中
小
企
業
の
支
援
を

【
問
】
中
小
企
業
が
危
機
的
状
況
か

ら
事
業
回
復
す
る
た
め
に
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
が
必
要
で
あ
る
。
経
済
産
業
省

か
ら
事
業
継
続
力
強
化
計
画
と
し
て

認
定
さ
れ
れ
ば
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
低
金
利
融
資
を
受
け
ら
れ
、
補

助
金
等
の
優
先
採
択
に
つ
な
が
る
制

度
が
あ
る
。
こ
う
し
た
制
度
等
を
さ

ら
に
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
際
は
、
撤

退
や
新
規
事
業
へ
の
転
換
の
視
点
も

必
要
で
あ
る
。
マ
ッ
チ
ン
グ
ク
リ
エ

イ
タ
ー
を
拡
充
す
る
等
の
経
営
支
援

を
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
産
業
経
済
】
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
や
補
助
金
採
択
の
メ
リ
ッ
ト

等
を
周
知
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
マ
ッ
チ
ン
グ
ク
リ
エ
イ
タ
ー

派
遣
に
あ
た
っ
て
は
、
経
営
環
境
の

変
化
に
伴
う
事
業
転
換
も
視
野
に
入

れ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
支
援
と
国
や
都
の

助
成
制
度
の
周
知
も
行
っ
て
い
く
。

事
業
存
続
を
支
援
せ
よ

【
問
】
今
後
、
後
継
者
不
在
等
で
廃

業
す
る
区
内
事
業
者
の
増
加
が
予
測

さ
れ
る
。
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
等
へ
働
き
か
け
、

事
業
承
継
の
支
援
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。
国
の
制
度
も
周
知
す
る
等
、

企
業
の
存
続
に
つ
な
が
る
支
援
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
産
業
経
済
】
区
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
及
び
区
内
金
融
機
関
で
事
業
承

継
支
援
の
連
携
し
た
取
り
組
み
を
協

議
し
て
い
る
。
商
工
会
議
所
と
も
連

携
し
、
国
の
支
援
制
度
の
周
知
等
、

企
業
存
続
を
支
援
し
て
い
く
。

企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
進
め
る
た
め
に

【
問
】
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
中
小

企
業
の
割
合
が
低
い
た
め
、
中
小
企

業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
理
解
を
促

進
す
る
た
め
に
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
掲
載
し
、
情
報
発
信
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
産
業
経
済
】
既
存
の
取
り
組
み
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
環
で
あ
る
こ
と
に
気

付
か
な
い
事
例
も
あ
る
た
め
、
企
業

の
様
々
な
取
り
組
み
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
へ
の
掲
載
や
、
各
団
体
へ
の
周

知
・
啓
発
を
行
い
、
区
内
企
業
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
促
進
し
て
い
く
。

災
害
に
強
い
千
住
の
ま
ち
づ
く
り
を

【
問
】
都
の
地
震
に
関
す
る
地
域
危

険
度
測
定
（
第
９
回
）
の
調
査
結
果

で
は
、
建
物
倒
壊
危
険
度
ワ
ー
ス
ト

10
に
千
住
地
域
の
３
町
丁
目
が
入
っ

て
い
た
。
今
後
、
区
は
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
推
進

す
る
の
か
。

　

ま
た
、
都
は
都
心
南
部
直
下
地
震

の
被
害
想
定
を
発
表
し
た
が
、
不
燃

化
特
区
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
木

造
住
宅
が
密
集
す
る
日
ノ
出
町
地
域

に
つ
い
て
、
区
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
す
る
の
か
。

【
建
築
】
震
災
時
の
被
害
拡
大
を
防

ぐ
た
め
、
不
燃
化
と
耐
震
化
の
両
面

か
ら
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
日
ノ
出
町
地
域
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
度
に
都
が
公
表
す
る

予
定
の
土
地
利
用
現
況
調
査
の
結
果

を
分
析
し
、
不
燃
化
特
区
の
指
定
も

含
め
検
討
を
進
め
る
。

災
害
に
強
い
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
を

【
問
】
千
住
地
域
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン

が
多
く
、
建
物
の
老
朽
化
の
進
行
や

災
害
時
の
対
応
等
が
懸
念
さ
れ
る
。

老
朽
化
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
除
却
工

事
を
推
進
す
る
た
め
に
、
助
成
金
を

増
額
し
て
は
ど
う
か
。

【
建
築
】
耐
震
性
が
低
い
老
朽
化
し

た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
除
却
工
事
費
助
成

は
、
令
和
５
年
度
か
ら
助
成
額
を
拡

充
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

脱
炭
素
化
は
地
域
特
性
を
生
か
し
て

【
問
】
区
の
脱
炭
素
化
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
策
定
に
際
し
、
私
は
「
川
に
囲

ま
れ
緑
の
面
積
も
多
い
区
の
特
性
を

生
か
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
す
べ
き
」

と
要
望
し
て
き
た
が
、
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

【
環
境
】
区
の
地
域
特
性
と
し
て
太

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
高
い
こ
と
が
環
境
省
の
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム
で
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大

に
注
力
し
、
自
然
体
験
事
業
等
を
行

動
変
容
の
促
進
策
と
し
て
位
置
付
け
、

意
識
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

治
水
対
策
の
整
備
の
加
速
化
を

【
問
】
都
の
下
水
道
整
備
で
千
住
地

域
等
の
豪
雨
対
策
促
進
地
域
以
外
は
、

時
間
降
雨
量
50
㎜
の
降
雨
対
応
が
基

本
で
あ
る
。
今
後
は
時
間
最
大
75
㎜

降
雨
対
応
を
目
標
に
対
策
を
進
め
て

い
る
が
、
水
害
の
発
生
は
待
っ
て
く

れ
な
い
。
都
へ
75
㎜
降
雨
対
応
を
早

め
る
よ
う
求
め
、
区
が
で
き
る
治
水

対
策
の
強
化
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

【
都
市
建
設
】
現
在
、
都
は
対
策
重

点
区
域
と
し
て
北
千
住
地
域
の
流
出

係
数
を
80
％
に
見
直
し
、
時
間
降
雨

量
50
㎜
対
応
と
す
る
た
め
、
千
住
関

屋
ポ
ン
プ
所
等
の
整
備
事
業
を
進
め

て
い
る
。
ま
ず
は
当
区
の
事
業
の
早

期
整
備
と
過
去
に
浸
水
履
歴
が
あ
る

地
域
の
対
策
強
化
に
つ
い
て
都
に
要

望
を
続
け
、
水
防
活
動
の
強
化
等
に

さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

雨
水
流
出
抑
制
の
基
準
を
見
直
せ

【
問
】
雨
水
流
出
抑
制
の
た
め
の
敷

地
面
積
基
準
は
自
治
体
ご
と
に
異
な

る
。
葛
飾
区
は
300
㎡
以
上
、
杉
並
区

は
100
㎡
以
上
の
建
築
物
を
建
築
す
る

場
合
に
雨
水
流
出
抑
制
対
策
実
施
計

画
の
届
け
出
が
必
要
だ
が
、
足
立
区

は
500
㎡
以
上
で
あ
る
。
気
候
変
動
に

よ
る
降
雨
量
の
増
大
を
考
慮
し
、
基

準
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
都
市
建
設
】
雨
水
流
出
抑
制
対
策

の
見
直
し
は
効
果
的
な
手
法
を
検
証

し
、
対
象
範
囲
の
拡
大
や
面
積
要
件

等
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

的
確
な
避
難
に
つ
な
げ
る
た
め
に

【
問
】
区
内
の
重
要
水
防
箇
所
は
住

民
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

区
は
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
案
内
し

て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
言
葉
の

説
明
だ
け
で
あ
る
。
場
所
に
つ
い
て

も
河
川
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

案
内
し
て
い
る
だ
け
で
、
こ
れ
で
は

避
難
に
つ
な
が
ら
ず
、
周
知
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。
迅
速
な
避
難
行

動
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
重
要
水
防

箇
所
を
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
都
市
建
設
】
今
後
、
区
内
堤
防
の

重
要
水
防
箇
所
の
位
置
図
を
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
直
接
掲
載
で
き
る
よ
う

各
河
川
管
理
者
と
協
議
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
毎
年
出
水
期
前
に
各
河
川

管
理
者
や
地
元
自
治
体
等
と
の
合
同

巡
視
で
重
要
水
防
箇
所
の
状
況
を
確

認
し
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
い
く
。

区
の
現
状
の
対
応
を
見
直
せ

【
問
】
区
の
旧
統
一
教
会
に
関
す
る

調
査
で
、
平
成
24
年
以
降
、
関
連
団

体
へ
区
施
設
の
貸
し
出
し
や
関
連
団

体
の
区
事
業
へ
の
参
加
等
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
被
害
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
、
施
設
利
用
の
条
件
等
を
見
直
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
総
務
】
区
事
業
に
参
加
し
て
い
る

関
連
団
体
は
社
会
的
に
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
注
視
す
る
。

区
施
設
の
利
用
は
、
条
例
や
要
綱
に

反
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
が
、
施
設
利
用
の
際
に
施
設
管
理

者
が
利
用
状
況
を
確
認
で
き
る
ル
ー

ル
と
す
る
等
、
令
和
４
年
度
内
の
完

了
を
目
途
に
規
定
整
備
を
進
め
る
。

事
業
の
経
緯
を
明
確
に
せ
よ

【
問
】
令
和
２
年
に
完
了
し
た
千
住

一
丁
目
再
開
発
事
業
は
、
中
心
事
業

者
が
旧
統
一
教
会
や
国
際
勝
共
連
合

と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
都
が
地
権

者
と
し
て
参
加
す
る
と
い
う
異
例
の

事
業
で
も
あ
り
、
区
は
都
や
地
権
者

と
の
や
り
取
り
を
明
ら
か
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

【
都
市
建
設
】
清
算
認
可
が
下
り
事

業
完
了
と
な
っ
た
段
階
で
、
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
経
緯
等
を
周
知
す
る
。

社
会
情
勢
に
沿
っ
た
事
業
者
支
援
を

【
問
】
①
無
利
子
・
無
担
保
の
ゼ
ロ

ゼ
ロ
融
資
が
終
了
し
た
が
、
景
気
が

回
復
し
な
い
中
で
返
済
が
始
ま
れ
ば
、

事
業
者
は
倒
産
・
廃
業
し
か
ね
な
い
。

区
内
事
業
者
の
実
態
を
把
握
し
、
対

策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
都
は
金
融
庁
公
表
の
「
自
然
災
害

に
よ
る
被
災
者
の
債
務
整
理
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
特
例
適
用
に

つ
い
て
、
「
事
業
再
生
の
促
進
を
図

る
事
に
資
す
る
な
ら
信
用
保
証
協
会

の
保
証
付
き
融
資
の
債
権
を
放
棄
で

き
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

事
業
者
を
救
済
で
き
る
た
め
、
区
は

相
談
等
で
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
産
業
経
済
】
①
今
後
も
実
態
把
握

に
努
め
、
引
き
続
き
、
経
営
相
談
や

販
路
拡
大
支
援
を
実
施
す
る
。

②
区
の
経
営
相
談
で
債
務
整
理
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
特
例
適
用
の
相
談
が
で

き
る
。
債
務
整
理
の
相
談
が
あ
れ
ば

メ
イ
ン
の
金
融
機
関
へ
相
談
す
る
よ

う
勧
め
て
い
く
。

安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
の
整
備
を

【
問
】
区
内
に
は
、
ボ
ー
ル
遊
び
等

が
で
き
る
公
園
が
１
つ
も
な
い
小
学

校
区
は
68
小
学
校
区
中
47
も
あ
る
。

パ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
計
画
で

ボ
ー
ル
遊
び
等
が
で
き
る
公
園
を
各

小
学
校
区
に
必
ず
１
つ
は
設
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
道
路
公
園
】
計
画
で
更
新
費
用
等

を
勘
案
し
、
区
内
17
エ
リ
ア
に
１
つ

と
し
て
い
る
。
各
小
学
校
区
に
１
つ

の
設
置
は
困
難
で
あ
り
、
新
た
に
計

画
に
盛
り
込
む
考
え
は
な
い
。

公
正
・
公
平
で
は
な
い
試
験
は
中
止
に

【
問
】
都
立
高
校
入
試
に
導
入
さ
れ

る
英
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
は
、

不
受
験
者
の
点
数
が
英
語
の
筆
記
テ

ス
ト
で
同
点
数
の
他
人
の
平
均
点
と

な
る
た
め
、
点
数
の
逆
転
現
象
が
あ

り
得
る
。
こ
の
よ
う
な
異
常
な
例
は

過
去
に
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
過
去
に
例
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
分
か
り
か
ね
る
が
、
都
教
育

委
員
会
が
道
理
あ
る
方
法
と
判
断
し

た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

様
々
な
視
点
で
本
格
運
行
の
検
討
を

【
問
】
花
畑
地
域
の
社
会
実
験
バ
ス

は
、
介
護
予
防
等
の
様
々
な
効
果
を

は
か
り
、
総
合
的
な
数
値
で
本
格
運

行
を
検
討
す
べ
き
だ
。
収
支
率
の
み

で
本
格
運
行
の
可
否
を
決
め
る
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
都
市
建
設
】
介
護
予
防
効
果
を
数

値
的
に
実
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
社
会
実
験
１
年
目
の
区
の
財
政

負
担
は
約
１
億
円
と
厳
し
い
結
果
で

あ
り
、
本
格
運
行
を
収
支
率
の
み
で

判
断
す
る
考
え
に
変
更
は
な
い
。

魅
力
あ
る
駅
前
広
場
の
整
備
を

【
問
】
竹
ノ
塚
駅
前
広
場
の
整
備
は
、

居
心
地
が
良
く
、
歩
き
た
く
な
る
空

間
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
駅
前
商
店
街
や
地
場
産
業

等
の
個
人
店
を
応
援
す
る
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

【
都
市
建
設
】
駅
前
広
場
の
整
備
は

「
ひ
と
が
主
役
」
の
活
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
場
産
業

と
連
携
し
た
企
画
等
の
実
施
に
向
け
、

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
協
力
す
る
等
、
商

店
街
等
の
活
性
化
に
取
り
組
む
。

日
本
共
産
党
足
立
区
議
団

　
　

日
本
共
産
党　
　

山　

中　

ち
え
子　

議
員

　
　

日
本
共
産
党　
　

は
た
の　

昭　

彦　

議
員

気
候
変
動
に
よ
る
大
規
模
水
害

に
備
え
、
命
守
る
対
策
を
急
げ

く
ら
し
と
営
業
を
守
り
、

　

住
民
本
意
の
ま
ち
づ
く
り
を

足立福祉（＝足立福祉事務所）、足立保健（＝足立保健所）、げんき（＝こども支援センターげんき）･･･各所長　エリア（＝エリアデザイン推進）、総合防災（＝総合防災対策）、生涯学習（＝生涯学習支援）、高齢者（＝高齢者施策推進）、道路公園（＝道路公園整備）、建築･･･各室長

　
　

公　

明　

党　
　

石
毛　

か
ず
あ
き　

議
員

区
内
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
支
援
に
つ
い
て

　
　

公　

明　

党　
　

い
い
く
ら　

昭
二　

議
員

千
住
地
域
を
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
へ
と
脱
炭
素
社
会
へ


